
鷺かなぎ 
編集と発行 

金木町企画室 

青森県北津軽郡金木川」 

大字金木字朝日山 323 

電話⑩ 2111 内線240 

************************************************************************ 



注：「会費制・一般の別」の会費制とは、昭和59年度～昭和61年度までの会費は7,000円、 
昭和62年度～平成 2年度までは8,000円のことです。 

\
 
 

町内在住者 

婚姻届出 

件数 

左
 
在
 
の
 
住
 
内
 
者
 
町
 
男
 
内
 
子
 

公民館利用

結婚式件数 

婚姻届出件
数に対する
公民館利用
割合 

会費制・一般の別 
公民館ブライダル 
・他社別 

会費制 一 	般 
公民館ブ 
ライダル 

他社ブラ
イダル 

59 128 件 ― 人 42 件 32.8 % 34件 8 件 ― 件 ー 件 

60 133 38 28.6 34 4 

61 128 45 35.2 31 14 

62 95 55 26 27.4 21 5 

63 119 62 26 21.8 11 15 

元 99 49 23 23.2 8 15 

2 95 53 31 32.6 5 26 

3 95 55 23 24.2 1 22 

4 99 42 32 32.3 16 16 

計 991 286 28.9 144 87 17 38 

一
億
四
、四
〇
〇
万
円

が
町
外
に
流
出
 

近
年
、
行
き
届
い
た
サ
ー
ビ
ス

演
出
、
豪
華
性
な
ど
の
面
か
ら
町

外
ホ
テ
ル
な
ど
で
結
婚
式
を
す
る

方
が
増
え
、
公
民
館
を
利
用
さ
れ

る
方
が
年
ご
と
に
減
少
す
る
傾
向

に
あ
り
ま
し
た
。
 

町
外
で
の
結
婚
式
が
増
え
る
と

い
う
こ
と
は
、
結
婚
式
に
要
す
る

費
用
が
町
外
で
相
当
消
費
さ
れ
て

い
る
と
い
う
こ
と
で
、
こ
こ
数
年

来
の
町
内
商
工
業
の
低
迷
の
ー
つ

の
要
因
に
も
な
っ
て
い
る
と
考
え

ら
れ
て
い
ま
す
。
単
純
計
算
す
る

と
、
平
成
三
年
度
の
婚
姻
届
出
数

九
十
五
件
の
う
ち
公
民
館
で
の
結

婚
式
が
ニ
十
三
組
。
残
り
の
七
十

一組
が
町
外
で
結
婚
式
を
し
て
い
 

移
 

推
 

の
 

式
 

る
と
す
れ
ば
、婚

結
納
金
、
旅
結

行
費
用
を
除
館

い
た
結
婚
式
月

経
費
を
両
家
ゴ

合
わ
せ
て
ニ

男

〇
〇
万
円
と
 
泥

し
て
計
算
す
メ
エ

る
と

一
億
四
 

千
四
百
万
円
 

が
町
外
で
消
 

費
さ
れ
て
い
 

る
こ
と
に
な
 

町
婚
件
 

り
ま
す
。
 

、
、
、
、
、
9
 

町
で
は
こ
 
、
 

の
点
に
着
眼
し
、
少
し
で
も
町
外

へ
の
流
出
を
防
ぎ
、
町
活
性
化
の

た
め
に
な
れ
ば
と
公
民
館
の
整
備
、
 

結
婚
式
用
演
出
器
材
の
充
実
を
図

り
、
町
内
在
住
者
で
 
「ブ
ラ
イ
ダ
 
 ル

ス
タ
ッ
フ
か
な
ぎ
」
 
を結

成
。
 

平
成
四
年
三
月
か
ら
こ
の
メ
ン
バ
 

ー
で
 
「か
な
ぎ
公
民
館
ブ
ラ
イ
ダ

ル
」
を
ス
タ
ー
ト
さ
せ
ま
し
た
。
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ス
タ
ー
ト
か
ら
一
年
 

「か
な
ぎ
公
民
館
ブ
ラ
イ
ダ
ル
」
の
経
済効
果
 

「
か
な
ぎ

公
民
館
ブ

ラ
イ
ダ

ル
が
、
町
活
性
化

の
 

つ
の
礎
に
す
る
た

め
ス
タ
ー
ト
し

た
の
が
昨
年

三
月
。
 
一
年
経
過
し

た
今
年
三
月
ま
で

十
七
組
の

カ
ッ
プ

ル
を
誕
生

さ
せ
る

こ
と
が
で

き
ま
し

た
。
 

幾
多
の
試
行
錯
誤

を
乗

り
越
え
軌
道
に

乗
っ

て
き
た
「

か
な
ぎ

公
民
館
ブ

ラ
イ
ダ

ル
」
の
一
年
間

の

実
績
を
分
析
し

て
み
ま
 
した
 。

 

r
 

(
 



平成4年度「かなぎ公民館ブライダル」町内消費額ー覧表 
披露宴回数17組（平成 4年 3 月の 1組を含む） 

項 	 目 消 	費 	額 消費額全体に占める割合 

仕 	出 	し 17,070,949 円 45.1 % 

菓 	 子 3,024,000 8.0 

酒 	 類 2,264,244 6.0 

生 	 花 582,060 1.5 

美 	容 	院 3,203,000 8.4 

印 	 刷 1,602,200 4.2 

写 	 真 1,965,000 5.2 

人件費げーブJ嘩絡溺・Mッフ経費） 2,975,000 7.9 

挙 	式 	（神 主） 255,000 0.7 

ビ 	デ 	オ 845,000 2.2 

看 	 板 51,000 0.1 

寿 	 袋 388,080 1.0 

ひ 	ば 	升 265,200 0.7 

引 	出 	物 3,218,256 8.5 

公 民 館 使 用 料 180,207 0.5 

合 	 計 37,889,196 100.0 

30組目を記念し口ンドンタクシーで披露宴会場まで ナイヤガラドライアイスによる幻想的な入場 

、、姫蔵 ,声,プ 

スタッフの入念な打合せ 

鶴
亀
号
に
乗
っ
て
花
束
贈
呈
 

へ
 

へ
 

三
、七
ハ
九
万
円
の
 

経
済

効
果
 

平
成
四
年
度
（
平
成
三
年
三
月

の
一
組
を
含
む
）
の
実
績
を
み
る

と
十
七
組
の
カ
ッ
プ
ル
が
公
民
館

ブ
ラ
イ
ダ
ル
を
利
用
し
て
お
り
、
 

結
納
金
、
旅
行
費
用
を
除
い
た
結

婚
式
経
費
と
し

て
消
費
し
た
金
額

は
総
額
三
、
七
八
九
万
円
で

】
組

当
た
り
平
均
ニ
ニ
三
万
円
と
な
っ
 
 

て
い
ま
す
。
 

招
待
客
の
平
均
が

一
八
七
人
で

す
の
で

一
人
当
り

一
一
、
九
二
五

円
を
要
し
、

現
在
の
平
均
的
会
費

が

一
万
円
で
す
か
ら
、
 
一
人
当
り

一
、
九
一
一五
円
、
 
一
つ
の
結
婚
式

で
は
三
五
九
、

九
七
五
円
の
自
己

負
担
と
な
り
ま
す
。
し
か
し
、
他

で

フ
イ
ダ
ル
で
は
別
料
金
と
な
っ

て
い
る
美
容
院
代
、
写
真

・
ビ
デ

オ
代
、
引
出
物
等
も
入
っ

て
い
ま
 
 す

の
で
差
引
き
一
八

三
、
〇
三
八

円
お
得
と

い
う
こ
と

に
な
り
ま
す
。
 

消
費
額
を
項
目

別
に
み
る
と
、
 

仕
出
し
が

四
五

・
一
％
、
酒
類
が

六
％
と
お
客
様

へ
の
も
て
な
し
に

会
費
の
半
分
が

使
わ
れ

て
お
り
、
 

年
々
豪
華
に
な
っ
て
き
た
披
露
宴

を
演
出
す
る
衣
装
や
生
花
等

に
は

一
〇
％
。
ま
た
、
人
件
費
に
は
七
・

九
％
と
思
っ
た
ほ
ど
か
か
っ
て
い

な
い

こ
と
が
分
か
り
ま
す
。
 

こ
う
し
た

一
連
の
結
婚
式
に
要

す
る
も

の
を
す
べ
て
町
内
業

者
か

ら
発
注
し

て
お
り
、
ま
だ
ま
だ
微

々
た
る
額
か
も
し
れ
ま
せ
ん
が
町

活
性
化
の
た
め
に
一

役
買
っ

て
い

る
と
す
れ
ば
、
 
「
公
民
館
ブ
ラ
イ

ダ
ル
」
 
をス
タ
ー
ト
さ
せ
た
こ
と

は
大
成
功
と
い

え
る
で
し
ょ
う
。
 

将
来
は
五
〇
組
で

一
億
円
 

平
成
四
年
度
は
十

七
組

（
平
成

四
年
三
月
の

一
組
を
含
む
）
と
公

民
館
を
利
用
し
て
結
婚
式
を
挙
げ

る
カ
ッ
プ
ル
の
う
ち
半
分
で
す
が

平
成
五
年
度
で

は
七
月
末
現
在
挙

式
さ
れ
た
カ
ッ
プ
ル
が
既
に
十
一
一

組
、

こ
れ
か
ら
予
定
さ
れ
て
い
る

カ
ッ
プ
ル
が
十
組
と
前
年
を
上
回

っ
て
お
り
、
 
「
公
民
館
ブ
ラ
イ
ダ

ル
」
も
あ
る
程
度
定
着
し
て
き
た
 
 も

の
と
思
わ
れ
ま
す
。
今
後
年
間

三
十
組
、

さ
ら
に
婚
姻
届
出
件
数

の
半
分
で
あ
る
五
十
組

に
ま
で
増

え
れ
ば
商
工
業
低
迷
の
ー
つ
の
打

開
策
に
な
る
と
思
わ
れ

ま
す
。
 

人
生
最
大
の
イ
ベ
ン
ト
「
結
婚
」
 

一
生
残
る
思
い
出
を
地
元
金
木
町

の
手
作
り
ブ
ラ
イ
ダ
ル
で
、
し
か

も
町
活
性
化
に
も
つ
な
が
る
と
す

れ
ば
こ
れ
ほ
ど
喜
ば
し

い
こ
と
は

な
い
で
し
ょ
う
。
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田
 

中
 
良
 
治
 

泉
 
谷
 

信
 
治
 

徳
 
田
 

長
 
弘
 

金
 
木
（
学
識
経
験
）
 

喜
良
市
（
選
 
挙
）
 

金
 
木

（
選
 
挙
）
 

e ,' 

斎
 
藤
 
鉄
 

矢
 

佐
 
藤
 

政
 
一
 

川
 
口
 

隆
 

嘉
 
瀬

（
嘉瀬
農
協
）
 

喜
良
市

（
金
木農
協
）
 

蒔
 
田

（
選
 
挙
）
 

津
 

田
 
文
 

則
 

三
 
潟
 
成

太
郎
 

原
 
田
 

繁
 
福
 

嘉
 
瀬

（
選
 
挙）
 

川
 
倉
（
選
 
挙
）
 

藤
 
枝

（
選
 
挙）
 

農業委員改選 

会長に中谷肇氏 

◇
会
 
長
 

任
期
満
了
に
伴
う
金
木
町
農
業

委
員
会
委
員
の
選
挙
は
、
七
月
十

一
日
投
票
が
行
わ
れ
、
十
名
の
委

員
が
農
家
の
信
任
を
得
ま
し
た
。
 

（
第
一
選
挙
区
・
金
木
地
区
、
第

三
選
挙
区

・
喜
良
市
地
区
は
無
投

票
）
 

ま
た
、
同
月
二
十
三
日
に
開
か

れ
た
組
織
会
に
は
、
農
協
な
ど
か

ら
推
薦
さ
れ
た
六
名
を
含
め
た
十

六
名
が
出
席
し
、
会
長
に
中
谷
肇

氏
、
第

一
会
長
職
務
代
理
者
に
古

川
幸
治
氏
、
第
ニ
会
長
職
務
代
理

者
に
鳴
海
彦

一
氏
を
選
出
し
ま
し

た
。
 

富
辰
業
委
員
会
】
 

農
業
委
員
会
は
、
農
業
委
員
会

に
関
す
る
法
律
に
基
づ
い
て
設
け

ら
れ
、
農
業
委
員
に
よ
っ
て
組
織

さ
れ
る
町
の
行
政
委
貝
会
で
あ
る

と
同
時
に
農
業
、
農
業
者
の
公
的

に
認
め
ら
れ
た
代
表
機
関
で
、
選
 
 挙

に
よ
っ
て
選
出
さ
れ
る
委
員
（
 

十
名
）
と
町
長
が
農
協
、
農
業
共

済
組
合
、
学
識
経
験
者
か
ら
選
任

す
る
委
員
（
五
名
）
で
構
成
さ
れ

る
。
 

主
な
業
務
と
し
て
 

●

農
地
関
係
 

農
地
等
の
利
用
関
係
の
調
整
、
 

農
地
等
の
交
換
分
合
、
農
地
等
の

あ
っ
せ
ん
等
 

●

農
政
関
係
 

農
業
振
興
、
制
度
資
金
、
農
家

台
帳
の
整
備
・
保
管
、
農
業
者
年

金
等
が
あ
げ
ら
れ
る
。
 

◇
第
ニ
会
長
職
務
代
理
者

鳴
 
海
 

彦
 
一
 

嘉
 
瀬

（
選
 
挙）
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◇
第
一
会
長
職
務
代理
者
 

中
 
谷
 
肇
 

古
 

川
 
幸
 
治
 

川
 
倉
（
選
 
挙
）
 

喜
良
市
（
選
 
挙
）
 
 

◇
委
 
員
 

小
山

内
 
高
 
志
 

嘉
 
瀬

（
選
 
挙
）
 
 棟

 

方
 
兼
 
夫
 

成
 

田
 
峻
 

造
 

秋
 
谷
 

正
 
義
 

喜
良
市
（
学
識
経
験
）
 

藤
 
枝

（
共
済
組合
）
 

喜
良
市

（
学識
経
験
）
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一口
 

●和更生部落」創立切周年記念式典 

倉 

。
 

お祝いの言葉を述べる田中町長 

お
ら
ほ
の
仲
間
っ
こ
 

（さ
わ
や
か
グ
ル
ー
プ
《
 

いハ
ー
で
活
動
。
現
在
で

肝

は
十
三
名
の
会
員
で
毎

か
 
週
木
曜
日に
公
園
の
ゴ

坤
 ミ
拾
い
や
花
壇
の
草
取
 

一
 

一

一
 

で
 

グ
ル
ー
プ
代
表
の
小

か
山
内

さ
ん
は
 
「今
年
出

草
来

た
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
連
 

認
鯵
霧
鐘
 

花

た
こ
と
だ
し
、
こ
れ
か

ゆ
 ら
仲
間
の
親
睦
、
健
康

沿

維
持
を
図
り
な
が
ら
ま

殖

す
ま
す
地
域
の
た
め
に
 

健
康
維
持
と
地
域

の
た
め
に
 

「さ
わ
や
か
グ
ル
ー
プ

（
代
表

廿
小
山
内
ト
シ
エ
）
」
 
は
、さ
わ

や
か
な
汗
を
流
そ
う
と
早
朝
、
散

歩
が
て
ら
芦
野
公
園
を
歩
い
て
い

ま
し
た
が
、
公
園
内
の
あ
ち
こ
ち

に
ゴ
ミ
が
捨
て
ら
れ
て
い
る
の
を

見
て
、
 「社
会
の
た
め
に
ゴ
ミ
を

拾
い
な
が
ら
散
歩
す
る
の
も
い
い

な
あ
い
と
思
い
四
ー
五
人
の
メ
ン
 

す
。
皆
さ
ん
の
中
に
も
賛
同
さ
れ

る
方
が
あ
り
ま
し
た
ら
ぜ
ひ
参
加

し
て
下
さ
い
い
と
呼
び
掛
け
て
い

ま
す
。
 

皆
さ
ん
も
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
で
さ

わ
や
か
な
汗
を
流
し
て
み
ま
せ
ん

カ
 

活
動
日
 
毎
週
木
曜
日
 

午
前
六
時
ー
七
時
 

連
絡
先
 
代
表
小
山
内

ま
で

費
5
21
3
6
6
3
 

一

「
 

一
 
一
 

原
野
を
開
墾
し
て
か
ら
六
十
年
 

昭
和
更
生部
落
 

昭
和
八
年
、
従
来
の
農
村
制
度

そ
の
も
の
を
新
し
い
組
織
制
度
に

変
え
、
不
安
定
な
農
業
経
済
の
更

生
の
模
範
と
す
る
た
め
、
県
の
計

画
で
造
ら
れ
た
『昭
和
更
生
部
落
』
 

が
今
年
六
十
周
年
を
迎
え
、
こ
れ

を
記
念
し
八
月
四
日
当
時
の
入
植

者
、
二
世
、
三
世
六
十
八
名
が
集

い
更
生
研
修
セ
ン
タ
ー
で
 
「昭
和

更
生
部
落
創
立
六
十
周
年
記
念
式

典
」
が
行
な
わ
れ
ま
し
た
。
 

式
典
で
は
、
亡
き
入
植
者
に
対

し
黙
と
う
を
さ
さ
げ
た
後
更
生
部

落
会
会
長
の
菊
池
良
治
さ
ん
が
「
 

昭
和
更
生
部
落
が
出
来
て
か
ら
六

十
年
に
な
り
、
当
時
の
入
植
者
は
 
 数

人
し
か
い
な
く
な
り
ま
し
た
。
 

現
在
、
農
業
情
勢
も
非
常
に
厳
し

く
な
っ
て
き
て
い
ま
す
が
働
き
盛

り
の
三
代
目
の
方
々
が
農
業
に
対

し
非
常
に
熱
心
な
の
で
、
こ
の
更

生
部
落
を
守
り
、
発
展
さ
せ
て
い
 

ん
 

山
ぐ
 

池
 

菊
 

の
 

長
 

会
 

会
 

落
 

部
 

生
 

更
 

【
昭和
更
生
部
落
】
 

『昭
和
更
生
部
落
』
は
、
単
な

る
移
住
部
落
で
な
く
、
従
来
の
農

村
制
度
そ
の
も
の
も
新
し
い
組
織

に
変
え
、
不
安
定
な
農
家
経
済
の

更
生
の
模
範
と
な
る
べ
き
こ
と
を

目
的
に
、
県
が
昭
和
八
年
に
農
村

経
済
更
生
施
設
の
ー
つ
と
し
て
創

設
し
た
も
の
。
 

移
住
者
一
戸
当
た
り
に
田
五
反

歩
、
畑
二
町
五
反
歩
、
宅
地
四
〇

〇
坪
を
標
準
に
地
割
し
、
 一
、
 一

九
〇
円
で
譲
渡
す
る
と
い
う
条
件
 
 く

で
し
ょ
う
己
と
あ
い
さ
つ
。
続

い
て
田
中
町
長
が
 
「昭
和
更
生
部

落
創
立
六
十
周
年
お
め
で
と
う
ご

ざ
い
ま
す
。
入
植
当
時
の
開
墾
の

苦
労
を
土
台
に
、
現
在
二
億
円
農

業
と
な
っ
た
葉
た
ば
こ
栽
培
な
ど

農
業
発
展
の
た
め
尽
力
さ
れ
た
こ

と
に
対
し
深
く
敬
意
を
表
し
ま
す
。
 

こ
れ
か
ら
も
ま
す
ま
す
農
業
発
展

の
た
め
頑
張
っ
て
下
さ
い
い
と
お

祝
い
の
言
葉
を
述
べ
ま
し
た
。
 

こ
の
後
の
懇
談
会
で
は
、
当
時

の
入
植
者
、
二
世
、
三
世
た
ち
が

今
で
は
懐
か
し
い
思
い
出
と
な
っ

た
、
当
時
の
苦
労
話
し
や
現
在
の

農
業
情
勢
、
こ
れ
か
ら
の
農
業
に

つ
い
て
語
り
合
っ
て
い
ま
し
た
。
 

で
四
十
戸
が
入
植
。
当
時
は
ト
ラ

ク
タ
ー
も
な
く
、
ブ
ル
ト
ー
ザ

ー
 

も
利
用
出
来
な
か
っ
た
時
代
で
、
 

人
力
で
耕
し
、
や
っ
と
馬
で
ハ
ロ
 

ー
を
か
け
た
り
と
苦
労
を
重
ね
、
 

今
で
は
葉
た
ば
こ
栽
培
が
二
億
円

農
業
と
な
っ
て
い
る
。
 

六
十
年
と
い
う
年
月
を
経
た
今

当
時
入
植
し
た
人
た
ち
は
九
名
し

か
い
な
い
が
『
百
万
一
心
自
力
更

生
』
を
心
の
支
え
と
し
て
土
と
闘

っ
て
き
た
農
業
魂
を
二
世
、
三
世

が
受
け
継
い
で
い
る
。
 



凡喝予 

●しじみの炊き込みご飯 
材 料（ 4 人分） 

しじみ貝 	 500 g 

（殻付きで大きめのもの） 

塩 

もち米 

うるち米 

人参 

油揚げ 

三つ葉 

スープ 

しじみ貝のゆで汁 

酒 

④ しょう油 

砂糖 

塩 

小サジ 1 

160g 

160 g 

50 g 

1/2枚 

少々 

2 カップ 

大サジ 1 

大サジ 2 

小サジ 1/2 

少々 

食
生
活
改
善
 

推
進
員
の
 

米
 

古
川
芳
枝
さ
ん
 

』cコ

ビf（フ3 

〔本ごしらえ〕 

①スープにつけておいた米に、人参、 

油揚げを入れて炊く。 

②蒸し上がったら、しじみのむき身を 

入れて混ぜ、三つ葉を散らす。 

。
 

作り方 

〔下ごしらえ〕 

しじみ貝 砂出しをし、よく洗って 3 

カップの水に塩を入れて煮

たら、貝殻をはずしてスー 

プとむき身に分ける。 

米 	洗ってざるにとり、30分以 

上スープ（④）につける 

人参 千切り 

油揚げ 油抜きをし、千切り 

三つ葉 3cm位に切る 

人参 千切り 

油揚げ 油抜きをし、千切り 

三つ葉 	3 cm位に切る 

‘ ん 

今回は、しじみ貝の一番おいしい季

節にちなみしじみ貝の料理を取り上げ

ました。しじみ貝は鉄やカルシウムを

多く含んでいます。 

皆さんもどうぞお試し下さい。 

主唱 通産省電気使用安全月間 

8月1日● 31日 

 

 

感電防止に漏電遮断器を 
（財）東北電気保安協会 

 

 

さ
れ
、
ま
る
で
世
界
旅
行
を
し
て
 
ま
で
、

そ
の
後
は
地
区
毎
に
バ
ス

い
る
よ
う
で
、
 
一
度
孫
た
ち
を
連
 

に
分
乗
し
、
タ
方
、
五
所
川
原
駅

れ
て
見
学
し
た
い
と
思
い
ま
し
た
。
前
に
無
事
到
着
。
 

最
後
の
夜
は
鬼
怒
川
温
泉
。
三
日
 

今
回
の
洋
上
セ
ミ
ナ
ー
で
知
事

間
の
船
旅
で
た
く
さ
ん
の
人
と

友
 

さ
ん
は
じ
め
事
務
局
団
員
の
皆
さ

達
に
な
り
、
再
会
を
約
束
し
な
が
 

ん
に
は
大
変
お
世
話

に
な
り
感
謝

ら
深
夜
ま
で
語
ら
い
の
時
を
過
ご
 

し
て
お
り
ま
す
。
ま
た
来
年
度
も

し
ま
し
た
。
 

実
施
さ
れ
る
こ
と
を
願
い
な
が

ら

四
日
目
、
東
北
新
幹
線
で
盛
岡
 

私
た
ち
の
報
告
と
い
た
し
ま
す
。
 

桑
 右

 
ん
 

セミナーに参加したお二人 
桑田ミサオさん（左）と桑田ツギさ 

船
旅
を
通
し
生
き
が
い
の
高
揚
と
 

地
域
活
動
の
活
性
化
を
 

財
団
法
人
青
森
県
長
寿
社
会
振

興
財
団
に
よ
る
第
三
回
あ
お
も
り

シ
ニ
ア
洋
上
セ
ミ
ナ
ー
が
六
月
一
一

日
ー
五
日
ま
で
の
四
日
間
に
わ
た

り
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
 

セ
ミ
ナ
ー
は
高
齢
者

の
生
き
が

い
対
策
と
し

て
、
船
上
等
で

の
各

種
研
修
や
共
同

生
活
を
通
じ
て
多

く
の
仲
間
と
交
流
を
深
め
、
今
後

の
地
域
活
動
の
活
性
化
に
貢
献
す

る
こ
と
を
目
的
に
行
わ
れ

て
い
る

も
の
で
、
今
年
は
三
四
〇
名
の
参

加
者
が
に
っ
ぽ
ん
丸
に
乗
り
込
み

青
森
港

か
ら
東
京
晴
海
埠
頭
ま
で

海
上
研
修
な
ど

で
交
流
を
深
め
ま

し
た
。
 

当
町
か
ら
桑
田
ツ
ギ
さ
ん
、
 

，
ほ
標
 

田
ミ
サ
オ
さ
ん
が
参
加
し
て
お
り

こ
の
お
二
人
か
ら
洋
上
セ
ミ
ナ

ー
 

に
参
加
し
た
感
想
が
届
い
て
お
り

ま
す
の
で

ご
紹
介
し
ま
す
。
 

第
三
回
あ
お
も
り
シ
ニ
ア
 

海
上
セ
ミ
ナ

ー
に
参
加
し
て
 

桑

田
 
ツ
ギ

桑
田
 
ミ
サ
オ

初
め
て
見
る
「
に
っ
ぽ
ん
丸
」
 

は
と
っ

て
も
大
き
く
、
ま
た
、
参

加
者
の
多

さ
に
び
っ
く
り
し
な
が

ら
の
乗
船
。
船
内
は
ま
る
で
テ
レ

ビ
ド
ラ

マ
の
ホ
テ
ル
の
よ
う
で
す
。
 

一
日
目
、
交
歓
交
流
会
後
の
タ

食
。
メ

ニ
ュ
ー
の
多
さ
と
す
ば
ら

し
い
味
に
た
だ
た
だ
感
激
。
 

二
日
目
、
団
長
（
北
村
知
事
）
 

並
び
に
青
岩
寺
住
職
の
講
話

に
私

た
ち
老
人
た
ち
も
豊
か
な
青
森

県

づ
く
り
に
協
力
し
な
が
ら
、
若
者

た
ち
と
共

に
楽
し

い
余
生
を
送
る

こ
と
を
学
び
ま
し
た
。
 

三
日
目
、
晴
天

の
東
京
湾
、
も

う
一
日

位
と
思
い
な
が
ら
の
下
船
。
 

東
武
ワ
ー
ル
ド

ス
ク
ウ
エ
ア

（
栃

木
県
）
は
世
界
中
の
有
名
建
築
物

や
遺
跡
が

二
十
五
分
の

ー
に
縮
尺
 

II III川川~広報かなぎ 

(
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へ
 

I
甲
状
腺
と
は
？
 

ド
ウ
病
）
 

首
の
前
部
の
喉
ぽ
と
け
の
し
た
 
甲
状
腺
が
全
体
に
腫
れ
、
ホ
ル
モ

に
あ
り
、
蝶
が
羽
を
広
げ
た
よ
う
 
ン

が
多
量
に
分
泌
さ
れ
る
た
め
に

な
形
を
し
た
臓
器
で
す
。
重
さ
は
 
起

こ
る
病
気
で
す
。
ニ
十
ー
三
十
 

このクイズは金木町にちなんだ施設、 

名称、文化財などを再発見してもら

おうと問題にしたものです。 

Q・奏の河原で見かける光景です。 

口寄せ・をしているおばさんは何とよ

ばれている方でしょう。 

2
o
g
位
で
、
そ
こ
か
ら
甲
状
腺

ホ
ル
モ
ン
が
分
泌
さ
れ
て
、
血
液

の
中
を
ま
わ
っ
て
全
身
の
細
胞
に

い
た
り
作
用
を
及
ぼ
し
ま
す
。
 

n
甲
状
腺
ホ
ル
モ
ン
の
働
き
 

甲
状
腺
ホ
ル
モ
ン
に
は
、
 い
ろ

い
ろ
な
働
き
が
あ
り
ま
す
が
、
主

な
も
の
は
、
全
身
の
細
胞
の
新
陳

代
謝
の
調
節
で
す
。
甲
状
腺
ホ
ル

モ
ン
が
多
す
ぎ
れ
ば
、
代
謝
は
異

常
に
盛
ん
に
な
り
、
た
り
な
く
な

れ
ば
代
謝
が
低
下
し
ま
す
。
 

m
甲
状
腺
の
主
な
検
査
 

甲
状
腺
を
画
像
で
診
断
す
る
超

音
波
検
査
、
c
T
検
査
、
レ
ン
ト

ゲ
ン
検
査
の
他
に
、
甲
状
腺
ホ
ル

モ
ン
の
量
を
測
定
す
る
血
液
検
査

な
ど
が
あ
り
ま
す
。
 

N
甲
状
腺
の
主
な
病
気
と
治
療
 

①
甲
状
腺
機
能
克
進
症
（
バ
セ
 
 代

の
女
性
に
多
い
病
気
で
す
。
 

【症
状
】
 
甲
状
腺
の
腫
れ
、
眼

球
突
出
、
動
惇
、
多
汗
、
手
足
の

ふ
る
え
、
体
重
減
少
、
 い
ら
い
ら

す
る
な
ど
で
す
。
 

【治
療
】
 

●

薬
物
療
法
 
甲
状
腺
ホ
ル
モ
ン
 

「
，

ミ
ミ
、
ぎ
ミ
ミ

ー
 》

 」
 

を
お
さ
え
る
薬
を
飲
む
方
法
。
薬

は
医
師
の
指
示
が
あ
る
ま
で
き
ち

ん
と
飲
む
こ
と
が
大
切
で
す
。
 

●

手
術
療
法
 

②
甲
状
腺
機
能
低
下
症
 

こ
の
病
気
も
女
性
に
多
い
病
気
で

す
。
 

【症
状
】
 
皮
膚
の
む
く
み
、
特

に
顔
面
に
強
く
、
ま
ぶ
た
が
腫
れ

る
た
め
目
が
細
く
な
り
、
唇
は
厚

く
な
り
、
頬
は
垂
れ
下
が
り
鼻
は
 
 広

く
ぽ
っ
と
し
た
顔
つ
き
に
な
り

ま
す
。
 

【
治療
】
 
甲
状
腺
ホ
ル
モ
ン
剤

を
飲
む
こ
と
で
す
。
 

③
橋
本
病
（
甲
状
腺
炎
）
 

甲
状
腺
全
体
が
固
く
大
き
く
腫
れ

る
病
気
で
す
が
、
多
く
の
場
合
他

に
は
症
状
が
あ
り
ま
せ
ん
。
治
療

も
特
に
あ
り
ま
せ
ん
。
し
か
し
ホ

ル
モ
ン
の
低
下
を
き
た
す
こ
と
も

あ
り
、
こ
の
場
合
は
治
療
が
必
要

で
す
。
 

④
結
節
性
甲
状
腺
腫
及
び
甲
状

腺
癌
 

甲
状
腺
に
コ
プ
が
で
き
る
病
気
で

す
。
自
覚
症
状
は
特
に
あ
り
ま
せ

ん
。
こ
の
コ
ブ
は
、
良
性
の
場
合

も
悪
性
の
場
合
も
あ
り
ま
す
。
し
 
 た

が
っ
て
専
門
医
の
診
察
を
受
け

る
こ
と
が
必
要
で
す
。
 

経
過
観
察
や
手
術
な
ど
専
門
医
の

指
示
に
従
い
ま
し
ょ
う
。
 

⑤
そ
の
他
 

v
最
後
に
 

以
上
、
甲
状
腺
に
は
い
ろ
い
ろ

な
病
気
が
あ
り
治
療
法
も
病
気
に

よ
っ
て
全
く
異
な
っ
て
い
ま
す
。
 

し
た
が
っ
て
、
自
分
勝
手
に
判
断

し
た
り
、
他
の
人
と
比
べ
た
り
し

な
い
で
、
医
師
の
診
察
を
受
け
指

示
に
し
た
が
っ
て
い
た
だ
け
れ
ば

と
思
い
ま
す
。
ま
た
、
検
診
で
は

わ
か
ら
な
い
よ
う
な
小
さ
な
コ
ブ

も
あ
り
ま
す
の
で
、
気
に
な
る
方

は
金
木
病
院
外
科
ま
で
ご
相
談
く

だ
さ
い
。
 

，
ー

一
 

 

金
木
病
院
カ
ル
テ

⑩
 

「甲
状
腺
の
お
は
な
し
」
 

外
科

医
員
 

川
 
崎
 

仁
 
司
 

 

~ 

i 事（3）つまらなかった記事④ご意見‘ 

~三感想を記入のっえ 

~ TO37102 

正解者の中から抽選で 3 名様に素

敵な記念品を差し上げます。どんど

ん応募して下さい。 

応募方法 

ハガキに住所、氏名、年齢、職業、 

電話番号を記入のうえ 

①クイズの答②今月号のよかった記

事③つまらなかった記事④ご意見・

ご感想を記入のうえ 

〒037-02 
~ 金木町大字金木字朝日山323 
~ 金木町役場企画室 

I までご応募下さい。  

I 応募の締切は 9 月 4 日当日消印有 

~効。当選者の発表は 9 月号に掲載し 

~ます。 

7月号の答 大倉岳 

当選者は次の 1名です。 

I 嘉 瀬 山 中 悠 輝さん 

~たくさんのご応募、貴重なご意見有 

I 難うございます。今回当選しなかっ 

~た方もこれにめげずどしどしご応募 

iください。 



⑨ 

⑧
 

このコーナーは、皆さん

から町に提言のあつた場合

掲載レます。ご意見・ご要

望がありましたら、どしど

レお寄せ下さい。 

尚、今回は、庁舎備付け

のアイデア箱によるものを

採用しました。 

テ
ニ
ス
コ
ー
ト
に
つ
い
て
 

町
に
は
中
学
校
、
高
校
な
ど
の

学
校
以
外
に
一
般
の
町
民
が
使
え

る
テ
ニ
ス
コ
ー
ト
が
あ
り
ま
せ
ん
。
 

芦
野
公
園
又
は
キ
ャ
ン
プ
場
に

で
も
テ
ニ
ス
コ
ー
ト
を
造
れ
な
い

も
の
で
し
ょ
う
か
。
 一

町
民
よ
り
 

運
動
施
設
に
つ
い
て
（回
答
）
 

教
育
委
員
会
次
長

田
中
芳
春

ご
指
摘
の
と
お
り
、
テ
ニ
ス
コ
 

ー
ト
に
限
ら
ず

一
般
町
民
の
た
め

の
運
動
施
設
に
つ
い
て
は
日
頃
か

ら
ス
ポ
ー
ッ
愛
好
者
の
皆
様
に
は

ご
不
便
を
お
か
け
し
て
お
り
ま
す
。
 

つ
き
ま
し
て
は
、
平
成
六
年
度

完
成
を
め
ど
に
中
央
老
人
福
祉
セ

ン
タ
ー
裏
に
運
動
公
園
整
備
事
業

を
進
め
て
お
り
、
そ
の
中
で
野
球

場
と
共
に
全
天
候
型
の
テ
ニ
ス
コ
 

ー
ト
も
設
置
す
る
計
画
と
な
っ
て

い
ま
す
。
 

町
民
の
皆
様
に
は
今
し
ば
ら
く

は
ご
不
便
を
お
か
け
し
ま
す
が
、
 

何
卒
ご
理
解
と
ご
協
力
を
お
願
い

致
し
ま
す
。
 

前年同月比

△ 49人

△ 65人

△ 114人 

L 18 

7月末現在 

男 6,107人 

女 6,741人 

計 12,848人 

世帯数 3,869 

、
 

ノ
 

人
ロ
と
世
帯
 

／
 

、
 

瀬 

（
木村
輝
彦
（
柾
右
工門
）
五
所川
原市
 

（桑
田
 
清
子
（
光
雄
）
喜
良
市
 

露
原
轄鰐
喉
柿
 

蕊

熱
一
讐
鴫
柳
 

露
讐
醸
唾
柳
 

露
讐
残
「
良
（
 

（
浅利
 
寿
夫
（
勇
）

川
 
倉
 

（小
松
は
る
み

（
勝治
）
嘉
 

工松原三小斉今 

藤尾田上松藤 お 

郁尚奮卓マー灘畠め

讐竺墜竺讐讐警で 
正忠勝力憲秀龍 

EIJ 窒誓き竺三 と 

金金霜責嘉嘉責う 
木木木市瀬瀬市 

は じめま して 
ひかる 
日佳留ちゃん 
6 月25日生まれ 
体重 	3,304g 
喜良市南本町 

今 龍二さんの二女 

健康で笑顔をたやさない 
明るい子に育ってほしい。 

（母 祉治子より） 

しゆうたろう 
秀太郎ちゃん 
6 月22日生まれ 

	

体重 	3, 020 g 
嘉瀬下古町 

斉藤秀俊さんの長男 
祖父とパパから一字ずっ 
もらった秀太郎君0 元気 
一杯に育ってね。 

	

（母 	美 	香より） 

J

L
  

明

雨
鵬
 
―
 

一
 

灘
三
  

戸
 籍

 
の
 窓

 

7
月
届
出
分
 

工
 
藤
紗
生
保

（
浩司
）
金
 
木

渋
 
谷
 ひ
か
る
（
明
人
）
金
 
木
 

お
し
あ
わ
せ
に
 

（
橋元
 
哲
也
（
和
美
）
福
島
県
 

「
中
田
 
弓
子
（
秀
人
）
金
 
木
 

羅

穆
静
夢
轡
謂
 

露
』鍵
報
鷲
林
 

命
野讐
縄
”
諸
 

合
野轟
雛

か
？
 

籍
千
讐
“
」
一
熊
 

お
く
や
み
 

泉
谷

定
五
郎

（
7
3オ
）
川
 
倉

小
山
内
 
ス
 テ

（
9
1オ
）
嘉
 
瀬
 

木
村
 
金

利

（8
0才
）
 

津
田
 

カ

ナ
（
7
8才
）
 

角
 
田
 
血
（
八

（
6
7才
）
 

原
 
田
 
秀
幸

（3
2才
）
 

秋
元
 
さ
く
ら

（
8
5オ
）
 川嘉金嘉嘉 

桑
田
 
男
治

（
8
9才
）
喜
良
市

今
 
義

一
 （
8
5才
）
喜
良
市

山
中
 

テ
 
キ
（
7
2才
）
嘉

藤

本

ギ
ヌ
エ
（
5
4才
）
 

山
形
 
タ
 
ギ

（
7
9オ
）
 

神
 
ち

さ
（
7
5才
）
 

ー

訂
正
と
お

詫
び
 

広
報
か
な
ぎ
七
月
号
四
ペ
ー
ジ

に
誤
り
が
あ
り
ま
し
た
の
で
訂
正

し
て
お
詫
び
申
し
上
げ
ま
す
。
 

①
 
玉
川
上
水
に
身
を
投
げ
て

⑧
 
多
摩
川
上
水
に
身
を
投
げ
て
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